
第２回IFAC分科会（第25期） 

電気電子工学委員会・総合工学委員会合同 

議事要旨 

 
日 時  令和４年１月 24日（月）16:00～16:55 

 

会 場  遠隔会議（主催会場：委員長宅） 

 

出 席： 淺間 一、金子 真、井村 順一、椹木 哲夫、高橋 桂子、野口 伸、 

藤﨑 泰正、水野 毅 

欠 席： 岩崎 誠、堀 洋一（敬称略） 

 

配布資料 

資料０： 第 25期・第２回 IFAC分科会議事次第 

資料１： 第 25期・第２回 IFAC分科会委員名簿 

資料２： IFAC分科会（第 25期・第 1回）議事録 

資料３： 分科会活動報告 

資料４： 日本学術会議からの分科会への調査に対する回答 

資料５−１： IFAC NMO Survey 回答 

資料５−２： 日本学術会議憲章（SCJ's Code of Conduct for Scientists） 

資料６−１： 加入国際学術団体に関する調査回答 

資料６−２： 国際学術会議概要 

資料６−３： IFAC Information Brochure V4 

資料６−４： IFAC 2021_Federation_VP Finances_report Final 

資料７： IFAC-HP掲載 

資料８： IFAC分科会第25期提言予定案 

資料９−１： 自動制御の多分野応用小委員会・設置提案書 

資料９−２： 自動制御の多分野応用小委員会名簿 

資料９−３： 自動制御の多分野応用小委員会議事録（第25期第1回） 

資料９−４： 自動制御の多分野応用小委員会議事録（第25期第2回） 

資料９−５： 第65回自動制御連合講演会実施案 

資料１０−１： 特任連携会員推薦資料① 

資料１０−２： 特任連携会員推薦資料② 

資料１１： report MICNON 2021 

資料１２−１： 添付１_様式第３ 

資料１２−２： 添付２_様式第４ 

 

議  事 

（１）前回議事録の確認 （資料２） 

資料２に基づいて議事録を確認した。 

 



（２）第 25期発足後の分科会活動報告（資料３） 

資料３に基づいて、活動報告の内容について説明がなされた。 

 

（３）日本学術会議からの分科会への調査（報告）（資料４） 

資料４に基づいて、調査への報告の内容について説明がなされた。 

 

（４）IFAC NMO Survey について（資料５−１、資料５−２） 

資料５－１、５－２に基づいて、Surveyの内容について説明がなされた。IFACから高

い評価を得ているが、ジェンダーのアンバランスについての指摘があったことなどが説

明された。 

 

（５）加入国際学術団体に関する調査について（報告）（資料６−１、資料６−２） 

資料に基づいて、調査への報告の内容について説明がなされた。 

 

（６）日本学術会議での HP掲載について（報告）（資料７） 

資料に基づいて、掲載内容について説明がなされた。 

 

（７）今後の分科会活動計画 （資料８） 

今期は、分科会から意思の表出（見解）を計画していることが報告された。 

 

（８）自動制御の多分野応用小委員会・自動制御連合講演会の活動状況について 

（資料９−１、資料９−２、資料９−３、資料９−４、資料９−５） 

資料に基づいて、藤﨑委員から小委員会の活動及び自動制御連合講演会の開催・準備状

況について報告がなされた。 

 

（９）IFAC2023の準備状況について 

井村委員から、IFAC2023 の準備状況について説明があった。日本学術会議との共同主

催について申請したこと、及び今年１月のヒアリングの内容について説明がなされた。

日本学術会議からの財政支援に関連した事項について質疑が行われた。 

 

（10）自動制御協議会について 

自動制御協議会の現状について委員長から説明がなされた。 

 

（11）特任連携会員の推薦について（資料１０−１、資料１０−２） 

資料に基づいて、特任連携会員候補として石井秀明氏（東京工業大学・教授）を推薦す

ることが提案され、承認された。 

 

（12）IFAC国際会議国内での開催報告（MICNON 2021）（資料１１） 

資料に基づいて、The 3rd IFAC Conference on Modelling, Identification and Control 

of Nonlinear Systems (MICON 2021)の開催状況について報告がなされた。 

 

（13）その他  

・令和 4年度代表派遣会議の募集への推薦について（資料１２-１、資料１２-２） 



資料に基づいて、浅野一哉氏（JFE）を推薦したことが説明され、分科会として追認

した。 

以上 


